
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省 追加説明資料 
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１ 今回申請された変更について 

（「（１）調査方法の変更」論点への回答関係） 

行政記録情報を活用している統計調査は他にもあるため、それらの統計調査との整合性も

図りつつ、港湾管理者の位置づけについて、整理すること。 

＜回答＞ 

国土交通省が実施している他の統計調査について、行政記録情報を活用して調査事項の

代替やプレプリントを行っている場合の調査を実施する者と報告者の位置付けを確認した

ところ、港湾調査のように、調査を実施する者が報告者と整理されているケースはありま

せんでした。 

 なお、港湾調査の調査計画において、報告者は以下のとおり規定しています。 

４ 報告を求める者 

（３）報告者 

ア 本調査における報告者は、港湾の管理者又はその港湾において次の業務を営む者とす

る。 

（ア）「入港船舶」は、船舶運航事業を営む者（現地の出先又は代理機関の長を含む。）又

は水産業協同組合の長 

（イ）「船舶乗降人員」は、船舶運航事業を営む者（現地の出先又は代理機関の長を含む。） 

（ウ）「海上出入貨物」は、港湾運送業若しくは船舶運航事業を営む者（いずれも現地の出

先又は代理機関の長を含む。）又は水産業協同組合の長 

（エ）「本船荷役」は、港湾運送業を営む者 

（オ）「泊地及び係船岸」は、その管理者 

イ 前項に掲げた者では調査の目的が達せられない場合はその他の当該事項の実態を把握

することができる者を選定し、これに報告をさせることができる。 

調査計画上、「入港船舶」に係る報告者については、「船舶運航事業を営む者又は水産業

協同組合の長」としており、調査の実施主体である都道府県が、港湾管理者として届出さ

せている入出港届を用いて、「報告を求める事項」の一部代替又は内容確認に活用している

場合は、調査を実施する者として報告者の負担軽減を図ることを目的としていることから、

この場合は港湾管理者が報告者とはならないと整理しました。 

ただし、調査計画上、「泊地及び係船岸」に係る報告者については、「その管理者」とし

ておりますが、港湾の管理者である都道府県が、自ら管理する公共バースの情報を把握し

ている場合は、港湾管理者自らが報告者になるケースもありますので、引き続き、港湾管

理者を報告者として位置づけることが適切であると考えます。 

上記について、改めて港湾管理者の位置づけを整理した調査の流れを、前回資料の差替

として別紙１のとおりお示しするとともに、港湾管理者の役割を調査事項ととともに明確

化した調査の流れを別紙２のとおりお示し致します。 
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通常、調査対象名簿に記載されている者に報告義務が課されることとなるが、本調査の場

合は、実査の過程で報告者が明らかになることから、誰に報告義務が課されるのかも整理

が必要。 

＜回答＞ 

 調査計画において、報告者は上述のとおり規定しており、調査計画にある報告者に対し、

報告義務が課されることとなります。 

 ただし、港湾調査の特性上、船舶が港湾に入港することを起点として報告者を選定する

必要があります。そのため、都道府県は、入出港届等の行政記録情報、事業者への聞き取

り等により船舶の入港情報を把握し、その都度報告者を選定し、選定された報告者に報告

義務が課されることになります。 

各港湾においては、過去の調査実績等から、報告対象となり得る者を事前に把握してい

るケースが一般的ではありますが、新たな船舶の入港や前回の報告者が報告内容を把握で

きないなど、実査の過程で、新たに報告者を選定する必要がある場合は、選定された報告

者に報告義務が課されることになります。 

 

入出港届等の様式及び活用事例、また、ＮＡＣＣＳデータの活用項目について示すこと。 

＜回答＞ 

 入出港届の様式については、各自治体が条例で定めることとなっていますが、国土交通

省が港湾法施行規則（昭和25年法律第280号）第15条において定めている統一的な様式を別

紙３のとおりお示しします。 

 入出港届には、「１．船舶の名称、種類」、「３．到着日時／出発日時」、「４．船舶の国籍」、

「８．船舶の代理人・運航者の氏名又は名称」及び「９．総トン数」が記載されており、

これらの情報を基に、事業者の特定、調査票情報との突合・確認、また、調査事項の代替

に活用しています。 

 また、千葉県港湾管理条例及び千葉県港湾管理条例規則に基づき定められている入出港

届兼係留施設使用許可申請書を別紙４のとおり、係留施設許可申請書を別紙５のとおりお

示しします。 

千葉県においては、これら申請書に記載されている船舶基本情報や入港情報等を基に、

調査事項の代替に活用しています。 

ＮＡＣＣＳデータについては、船舶コード、入港年月日（船積年月日）、船積港（船卸港）、

品名、重量、コンテナ番号、コンテナの空・実入の別、コンテナサイズ、コンテナタイプ

等の情報がありますが、これらを各港湾の事情に応じてそれぞれ必要な項目を港湾調査に

用いています。 
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（２）公表方法・期日の変更 

（論点「ａ 現行の調査計画における公表の遅れについて」への回答関係） 

資料３の表４（平成30年６月分の都道府県からの提出状況）について、統計数値のウェイ

トとともに示すこと。 

＜回答＞ 

平成30年（2018年）６月における都道府県からの提出状況【再掲】及び提出状況に伴う

入港船舶、海上出入貨物及びコンテナ個数のウェイトは以下のとおりです。 

コンテナ個数については、取扱いの多い港湾からの提出時期により、８月末から９月末

の間に大きく上昇したものの、提出港湾数と入港船舶、海上出入貨物のウェイトに大きな

違いは見られませんでした。 

 

【前回資料より再掲】表４ 平成30年６月分の都道府県からの提出状況 

 

※集計表の提出期限は、調査月の翌月末日（７月末日） 

 

 

図 平成30年６月分の提出状況及び各項目のウェイト 
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時点

H30.8末
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H30.9末
時点

H30.10末
時点

H30.11末
時点

H30.12末
時点

H31.1末
時点

H31.2末
時点

H31.3.29
月報公表

提出港湾数（a） 11 52 75 90 117 130 140 159 161
未提出港湾数 150 109 86 71 44 31 21 2 0
対象港湾数（b） 161 161 161 161 161 161 161 161 161
提出率（a/b） 7% 32% 47% 56% 73% 81% 87% 99% 100%
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提出港湾数（a） 11 53 86 105 118 133 143 161
未提出港湾数 150 108 75 56 43 28 18 0
対象港湾数（b） 161 161 161 161 161 161 161 161
提出率（a/b） 7% 33% 53% 65% 73% 83% 89% 100%
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（論点「ｂ 今回の変更内容について（b）二次速報について」への回答関係） 

港別集計値について、調査計画上の位置づけを整理すること。 

＜回答＞ 

 前回の部会における審議も踏まえ、国土交通省としては、「港別集計値」を本調査の結果

として調査計画上に位置づけることは特段問題ありません。なお、「港別集計値」を調査計

画上に位置づけたとしても、速報及び確報の調査計画上の位置づけについては、変更案ど

おりとすることが有用であると考えています。 

 なお、「二次速報」についても、「一次速報」と同様に、主要港湾等に限定した速報を提

供することを計画していましたが、「港別集計値」は、上記表４のとおり、５港湾（６港湾）

以上の港湾数に係る統計数値が提供でき、かつ、統計利用者にとっては、特定の港湾を選

択して活用することも可能であるため、「二次速報」に代えて調査計画上に位置づけること

も有用であると考えています。 

 また、「港別集計値」について、６月14日時点の公表資料のうち、コンテナ個数に係る統

計表を別紙６のとおりお示し致します。 
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